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位置情報の認証について

位置情報認証とは

ある位置情報が得られた／与えられたときに、そ
の位置情報が正しいことを保証するしくみ

さまざまな『認証』
個体認証（Who）：指紋認証、生体情報認証（バイ
オメトリクス）、パスワード、IDカード

時刻認証（When）：タイムスタンプ

位置認証（Where）：???



公共測量や一般的な測量への応用

簡便な方法で正しい位置情報の入手

異なる測量結果間の整合性確保

GISにおける活用

入力データの正確性保証

位置情報社会基盤構築における基準点の設置

位置認証の適用例（１）測量・GIS



位置認証の適用例（２）サーバーの詐称防止



位置認証の適用例（３）通話相手の場所確認



位置認証の波及効果

ＧＩＳの整備促進

位置情報の整合性の確保

土地登記、地籍

位置情報社会基盤の基準点

TOKYO Datum

WGS84



位置認証技術試験システム

位置情報認証を実現するひとつの可能性を実証するために、
NICTと日本GPSソリューションズ（株）の共同研究に基づい
て平成17年度開発開始

解析エンジンにはBernese (Ver.4.2)を使用した高度精密測
位システム（Advanced Precise Positioning System = 
APPS）を利用

位置認証サーバーソフトウェアはテラ（株）が開発

2006年度の試験運用公開実験を計画中



高度精密測位システム：ＡＰＰＳ

APPS:ユーザーを限定しない高精度測位手段の提供

ユーザーは干渉測位用ＧＰＳ受信機でデータを取得

取得したデータ（RINEX）をデータ解析センターに送付

解析センターでは、データベースに蓄積されている精密軌道、基準点観
測データを使用して、ユーザーから送付された観測データを解析

解析結果をメールなどでユーザーに返送

データ解析センター

ユーザー
観測データ（RINEXファイル）

即時解析結果



ログイン画面：http://vps.nict.go.jp/Login.html

※ vps = verified position service



ログイン後の画面：データファイル指定



認証データ確認



将来の発展

日本全国の速度場を用いた認証された位置のフォロー

さまざまな座標系間の自由な変換

なりすましの防止、検出

受信機の検定

校正データ（位相特性）の適用による確度改善

専用受信機の開発
設置の容易な三脚

地上マーカー⇒位相中心のベクトル測定自動化

電離層モデル利用による単周波受信機の活用

マルチパス状況下での位置推定方法の改善

GPS電波の届かない場所での位置認証



まとめ

位置情報認証の一形態として、位置認証技
術試験システムを開発した。

近く、一般ユーザーに公開して、試験運用を
計画中。

今後、なりすまし防止、各種座標系への変換、
データ品質の評価機能などの開発を行う。
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